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本プレゼンテーションの目的 

l ITU CWG-Internet ( Council Working Group 
on international Internet-related public policy 
issues)  のインターネットに関するオンラインコ
ンサルテーションへのコメント提出のおすすめ 
– http://www.itu.int/en/council/Pages/

consultation.aspx 
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背景： インターネット資源管理とITU	

l ITUにおける，ＩＰアドレス管理に関する動き 
–  ITUにおけるIPv6アドレス管理について，議論が繰

り返されている． 
•  参考：“最近のインターネットガバナンスに関するホットト

ピック（ITU IPv6グループを中心に）” by 前村さん＠ＪＰ
ＯＰＭ１８ 

– http://jpopf.net/opf-jp/opm18/jpopm18-08.pdf 
•  昨年のWCIT-12 でのITR(国際電気通信規則)の改版の

際にも提案有り	

l IPv4 アドレスに対しても，意見を募集開始．	
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ITU CWG Consultation web page 
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http://www.itu.int/en/council/Pages/consultation.aspx 
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l Issue 1:  スパム対応 
l Issue 2:  IPv4アドレスに関する国際ポリシー．

以下の点について，すべてのステークホルダか
らの意見を募集． 
(a) 利用されていないレガシーIPv4アドレス 
(b) IPv4アドレスの地域間移転  

l Issue 3: インターネットの普及に関する側面 
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〆切： 2013年8月1日 

ITU CWGのコンサルテーション  
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意見提起に関して 

l CWG-Internet での議論は ITU メンバに閉じて
いる 
– このコンサルテーション中に，コミュニティから意見

提起をすることが重要． 
– 是非とも，ITU にコメントを！ 
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以降のスライドで，IPアドレス関連部分 
(Issue 2)について，アドレス管理コミュニティ
での対応状況を紹介する． 
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l Issue 1:  スパム対応 
l Issue 2:  IPv4アドレスに関する国際ポリシー．

以下の点について，すべてのステークホルダか
らの意見を募集． 
(a) 利用されていないレガシーIPv4アドレス 
(b) IPv4アドレスの地域間移転  

l Issue 3: インターネットの普及に関する側面 
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〆切： 2013年8月1日 

ITU CWGのコンサルテーション(再掲)  
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8	http://www.nro.net/wp-content/uploads/NRO_Q4_2012.final_.pptx 

セントラルレジストリ（CENTRAL 
REGISTRY）: 
現在の地域レジストリ（RIR)による配
布構造が構築される前にインターネッ
ト資源を割り当てていたレジストリ． 

「セントラルレジストリ」が割り当てたアドレス（歴史的IPアドレス）． 

レガシーIPv4アドレスとは？  
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l 現在，すべてのIPv4アドレスは割り振り済み 
–  http://www.iana.org/assignments/ipv4-address-space/ipv4-

address-space.xml 
–  どこがレガシーアドレスか，管理者は誰か，等も参照可能 

l  （歴史的アドレスに限らず）不要なIPv4アドレスは， 
–  レジストリに返却 
–  他組織に移転 
されつつある． 

l レジストリに返却されたIPv4アドレスは，IANAに返却が進ん
でいる． 

l  IANAは，返却されたIPv4アドレスについて，再配布を実施 
–  ICANNにて制定された「グローバルポリシー」に基づいた再配布 

•  [GPP-IPv4-2011]: “Global Policy for Post Exhaustion: IPv4 
Allocation Mechanisms by the IANA” 

•  http://www.icann.org/en/news/in-focus/global-addressing/
allocation-ipv4-post-exhaustion 
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(a) 利用されていないレガシーIPv4アドレスに対する対応  

利用されていないIPv4アドレスに対する対応は継続中 
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l 現在，4つのRIR(ARIN, APNIC, RIPE and LACNIC)
で，地域内移転ポリシーを施行中． 

l APNIC と ARIN では，地域間移転ポリシーが制定済
み 
–  ポリシー: 

•  APNIC: http://www.apnic.net/policy/transfer-policy 
•  ARIN:  https://www.arin.net/policy/nrpm.html#eight 

–  移転記録: 
•  ftp://ftp.apnic.net/public/transfers/apnic/ 

–  RIPE, LACNIC では議論中 
–  AFRINICでは提案はあったが，合意に到らず 
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(b) IPv4アドレスの地域間移転  

移転については，地域コミュニティごとに，ボトムアッププロセスで，対応
ポリシーを決定． 
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Name : MCGINNIS, Tim  
Date : February 27, 2013 
Organization : McTim Consulting 
Country : United States 
Issues : Issue 2  
Contribution : Since the IANA pool is fully allocated, it 
seems pointless to have a consultation on this issue. ICP-2 
http://www.icann.org/en/news/in-focus/global-addressing/
new-rirs-criteria precludes the ITU from starting a global 
RIR. Please stop wasting time and monies on an issue that 
is out of scope for the ITU.  
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http://www.itu.int/en/council/Pages/display1.aspx?ListItemID=38 

寄せられた意見はすべて公開される．2013年6月10日現在，ITUに寄せら
れている意見は3件，Issue2のIPアドレスに関しては以下の一件のみ． 

現在の Issue 2 に関するコメント  
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l  IPv4アドレスに関するITUコンサルテーションに関
連したポリシー動向を紹介．	

–  使われていないIPv4アドレス	

•  RIRに返却 （-> IANA に返却）	

•  地域内で移転	

•  地域間で移転（現状，ARINとAPNIC間のみ）	

–  地域間移転は，一部実装，コミュニティで議論進行中．	

l 是非，ITU にコメントを！	

–  「ITUにまかせておけばいいのでは？」は，日本的にも
危険．	

•  ITUでは，先進国はマイノリティ	

まとめ 


